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回的　 われわれ は、イ ネ を用いて氷になゐまで冷 過姪､1ておけゐデ ンア ン紅 ので'きお

左. 形 急啓的 に貨 牝していゐ。前回 まで は.   主とし て受粉 後5  日a  の子房 について観

糸 £すすめてき代が 、今回 は践熟氷の撒 細榛座 包中 心ヽ 乙レ そめ他報募 も札の都分 も
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～5 戸 の切 除とし 、な』 臨μ＆L で濠 色レ 允啓菊 微鋳観募 も併り^ て行 なり

鯵果　 イネ殖 子でにI. 種 戻と境 とし て果良部 と｡胚乳 勁 にわかれゐ。暴 皮部 の膏 緑体
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右いては 、累 反にみられ ゐような戎無 に梯 な う顕著な形 態変化 ほみられない札 糊粉
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ヵヽ唱 賀Iこ炎iff 影 孚 を知 る!'  あ ，ぺ実 験 い でf ■, r^。
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峰 潭 方乱　 貯蔵孝 呼X    肝す 方茲It.        無 筆+  .　カ- ド ｙ 一タ-      四-J    劃丸 ま ，レ オロｙ
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